
行財政改革大綱後期実施計画

実施事項名 伊賀市同和施策推進計画の策定 重点項目番号 ７

現状、問題点、必要
性

（なぜやるのか）

【現　状】
１９年度中に計画の中間案が完成した。平成20年度中に議会の議決を受け策定した計画を進行管理に
移す。
【問題点、必要性】
同和問題の解決を目指し、本計画により伊賀市における今後の同和行政を総合的、計画的に進めねば
ならない。
【現状の客観的な説明】
議会の議決を受け策定した計画を進行管理に移す段階である。

番号 ④

担当課（執行する
課）

人権政策部同和課

責任者名（執行責任
者）

同和課長　伏見　正道

担当課電話番号 ２２－９６３３

対象等（なにが、だ
れが）

同和施策

財政効果額（千円）
（いくら削減されるの
か、いくら収入増とな

るのか）

【金　額】

【算定根拠】
※本事業による直接の効果額は
算定できない。

成果（対象がどうな
るのか）

同和問題解決の視点に立って、必要性が的確に把握された施策・事業が適切に実施される。

実施する内容・目標
数値

（対象を成果の状態
にするために、何

を、いつまでに、どの
ようにやるのか）

【実施内容】
平成２０年度の早期に、中間案に対するパブリックコメントの募集を行う。同和施策審議会の答申後を経
て議会に上程する。
【目標数値】
　《最終目標》
　　同和施策推進計画を策定し、進行管理を行う。
　《平成２０年度の目標》
　　計画の策定。
　《平成２１年度の目標》
　　計画内容の実施及び進行管理を行う。
【目標の客観的な説明】
（策定）　同和行政施策を総合的、計画的に進めるために同和施策推進計画を策定する。
（進行管理）　実態調査や同和関連施策検討会、同和施策推進会議、同和施策審議会において、ニーズ
やサービスの向上・効率化の視点から事務・事業を見直すこととなる。

特記事項

目標を達成するため
の活動指標（全体目
標を達成するために
個別に実施する項

目）
（何をどれだけやる

のか）

. 目標値 定義・算定式
行程表（いつまでにやるのか）

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度
４月 １０月 ４月 １０月 ４月 １０月

伊賀市同和施策推進計画の策定
２０年６月議会上

程
パブリックコメント募集、審議会答申後

伊賀市同和施策審議会 施策実施状況の評価

同和施策推進会議 施策進捗状況の把握

伊賀市同和関連施策検討会 同和関連施策を整理するため検討
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